
⽇本農芸化学会中四国⽀部 

学会創⽴ 100 周年記念 第 39 回若⼿シンポジウム 
 
場所： ⾹川⼤学農学部 1 階 BW106 講義室（https://www.kagawa-u.ac.jp/access/miki_a/） 
⽇時： 2024 年 6 ⽉ 2 ⽇（⽇） 9:00〜12:10 
 
プログラム 

9:00 開会の辞  
 

9:05〜9:30 松沢 智彦 ⾹川⼤学農学部 
 植物の複雑な多糖類に適応した⽷状菌の分解酵素 

9:30〜10:10 ⽚岡 涼輔 酒類総合研究所 
 清酒醸造における麴菌の役割〜⽶麴発現タンパク質からの解析〜 

10:10〜10:50 渡邊 真宏 産業技術総合研究所 
 AlphaFold2 と計算化学を活⽤したタンパク質の構造機能解析 

10:50〜11:00 休憩   

11:00〜11:40 松宮 健太郎 京都⼤学⼤学院農学研究科 
 持続可能性とクリーンラベルを中⼼とする⾷品素材研究の最新動向 

11:40〜12:10 花⽊ 祐輔 ⾹川⼤学農学部 
 婦⼈科疾患治療薬シーズの開発を指向した天然物研究 

12:10 閉会の辞 
 

 
５名の先⽣⽅にご⾃⾝の研究について、わかりやすくご講演いただきます。 学部⽣・院⽣の皆様のご参
加もお待ちしております。シンポジウムへの事前申し込みは不要です（参加費無料）。 
 
 
問い合わせ先 
⾹川⼤学農学部応⽤⽣物科学科 
〒761-0795 ⾹川県⽊⽥郡三⽊町池⼾ 2393 
松沢 智彦（matsuzawa.tomohiko@kagawa-u.ac.jp） 
⽯井 統也（ishii.toya@kagawa-u.ac.jp） 


